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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1　　この短篇でも，『チリの地震』におけるのと同様に，「古記録風な文体」で
事件が報告されている。
　16世紀の末頃，ニーデルランドで偶像破壊の運動が猛威をふるった時代に，
アーヘンに会合した四人の兄弟が，この市の聖ツェツィーリエ修道院で聖体祭
が挙行されることを聞き及び，この市でも偶像破壊を企てようと計画して修道
院に乗り込むのだが，病気で伏していた筈の尼僧アントニアの指揮下で奏され
る聖楽の前に，彼等は何ら手を下すこともできずに終る。この尼僧院は，その
後，国有化されるまで存続した。
　これが，冒頭で報告される事件のあらましである。「狂熱と血気の勇とニー
デ）レランドの先例とによって夢中に」なっていた四人の兄弟の企てが失敗に帰
した理由，その後の彼等の消息，また尼僧院側において，病気で「まったく意
識を失った状態にあった」尼僧アントニアが，あの由々しき場面に突然姿を現
わして聖楽の指揮をとるに至った事情，等はここでは触れられていない。いわ
ばこの謎解きは，やがて展開される後の物語に託されている。それ故に，「た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2　だ解明と評価がこのNovelleの実質を形成している」　と言うことができる。
冒頭でいきなりセンセーショナルな事件を掲げて，やがて徐に物語を展開させ
ていくクライスト特有の技法が，この短篇でも採用されているのだが，特徴的
なことは，物語全体が，解明或いは謎解きに傾いていることである。例えば，
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『0侯爵夫入」の冒頭では，0侯爵夫人が諸新聞に掲げた，奇抜な，世間の物
笑いとなるような広告が提示され，彼女が身に覚えのないのに唯ならぬ身とな
った旨が告げられているが，冒頭後間もなく述べられる出来事の中で，彼女の
身に起った事情が早くも明らかにされている。「チリの地震」の冒頭では，大
地震が起る直前にイェロニモが牢獄の中で首を総ろうとしていた旨が報告され
ているが，彼がそのような状況に陥った経緯は，すぐ直後の記述で明らかにさ
れている。さらにこの両作品では，冒頭の出来事が物語の主要なテーマではな
い。物語は新たな事件を求めて展開されて行くために，冒頭の出来事は，後の
物語のためのいわば点火剤の如き役割を付与されている。これに対して，「聖
ツェツィーリエ』では，冒頭の事件は直ちに解説されてはいない。後に語られ
る物語がすべて冒頭の出来事の分析と解明を旨としている。即ち，「解明が純
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）粋に解明そのもののために企てられている。つまり解釈のための解釈」が顕
著な傾向として現われている。
　解釈の作業は六年後に四人の兄弟の母親によって企てられる。つまり作者は
冒頭の事件から六年の空白期間を置いた上で事件の説明を開始している。六年
は決して短い期間ではない。かつてクライストは手紙で次のように記したこと
がある。
　「奥様，この筆跡を御覧になって，六年前からあなたの前に姿を現わさない
でいる青年の書いたものだということが今なおわかって頂けるでしょうか？…
…（中略）……ああ，入間の命は何と移ろい行くものなのでしょう！六年！ど
れほど多くの思想，どれほど多くの感情，どれほど多くの願望，どれほど多く
の期待，どれほど多くの失望，どれほど多くの歓喜，どれほど多くの苦悩を青
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）春の六年間は秘めていることでしょう！」
　この手紙はクライストの真摯な心情を吐露している貴重な手紙の一っである
が，無論，ここの「六年」と短篇の「六年」とを安易に短絡させるつもりはな
い。が，六年という期間の持つ重みが，彼の心のどこか片隅で潜在的に生き続
けていたということはあり得よう。長期間の空白の後に本来の物語が開始され
るという点で，この作品は，『ロカルノの乞食女Jと同系列に位置している。
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数年もの間忘却の渕に置かれていた出来事が，或る日突如として生命を蘇えら
せ，現実世界に割り込んで来る。生きることに追われて，出来事を次々に忘却
の彼方に追いやらざるを得ない人間を愚弄するかのように，かつて厳然として
存在した事実が，その不死身性を主張し，入間に向って再び戦いを挑んでく
る。数年前の自分の冷酷な仕打ちを忘れていた侯爵は，或る日，突然出現した
乞食女の亡霊によって報復を受け，狂死の運命に陥入れられる。無関心と忘却
の中で生き続けて来たアーヘンの人々は，六年後の或る日，突然その眠りから
覚され，かつての出来事を想起させられる。六年もの間，息子達の消息に無関
心であった母親は，或る日思いがけず，息子達の変わり果てた姿を見せつけら
れる。こうして年月は，入間存在の不確実性，人聞の運命の不測性を鮮かに浮
彫りにする。特に怪奇小説，幽霊話，Legende等のジャンルにおいては，こ
うした長期間の空白が，物語の展開にとって少なからず有効であると言うこと
ができよう。
　事件の全貌は，アーヘン市庁の入々，裁判官，精神病院の院長等，呉服商の
ファイト・ゴットヘルフ氏，，及び尼僧院の院長の報告を通じて，母親に明らか
にされる。事件の報告者又は証言者は，同時に，それなりに，事件の解釈者で
もあり得るのだが，彼等には，事件全体を見通し得るほどの情報は与えられて
いない。
　アーヘン市庁の人々と裁判官の報告は，ほとんど役に立たない。病院長等
は，最も重要なこと，即ち若者たちがいかなる妄想に捉われているかを知って
いる。しかし彼等は事件の目撃者ではない。呉服商のファイト氏は，四人の兄
弟と共に企てに参加した当事者であるだけに，最も事件に精通している。しか
し彼は，最も肝心なこと，即ち兄弟達の心境を知らない。尼僧院長は，奇蹟が
もたらされたこと，尼僧院が護られたことを強調するだけである。
　これら報告者達の不完全な証言を総合し，全体解釈へ到達するのが母親であ
る。即ち，終始専ら聞き役に徹して語り手を演ずることのない母親だけが，真
相の究明者，事件全体の解釈者となり得ている。その意味で，この短篇は，一
人の（恐らく年老いた）母親の聞き込み捜査の記録であり，最後にはカトリッ
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クの懐へ立帰って行く一人の女性の魂の軌跡でもある。
　この短篇は，クライストの友人であるアーダム・ミュラーの娘が洗礼を受け
てッェツィーリエ・ミュラー（Cacilie　MUIIer）と命名された時，その洗礼祝と
してクライストが＞Berliner　Abendblatter＜に掲載した作品であり（1810年），
後に改作されて＞Erzahlungen《Bd．2に採り入れられたものである（1811年）。
因みにミュラーは1805年にカトリック教に改宗した。
　ペーター・ホルンは，クライストがこの短篇を執筆した誘因を，ミュラーに
対するクライストの隠された極めてアンビヴァレントな対決の中に見ている。
つまり，友人や家族から見捨てられていたクライストのために再三再四尽力
し，クライストの天才を揺ぎなく信じてくれた唯一の男を怒らせることが出来
なかった一方で，ミュラーが政治的理由から密かに力トリックを信仰していた
ことに腹を立てたクライストは，洗礼の機会に，敬慶なLegendeに託つけて，
Legendeに対するひどく立腹したカリカチュアを書かずにはいられなかった
　　　　　　　　（5）のだと述べている。
　確かに，母親が最後にはカトリックに帰依するところに，ミュラーに対する
クライスFの迎合を看ることができるし，尼僧院長の証言には，Legendeの
成立に躍起となっている作者の姿がちらついているのだが，では，この対人関
係を別にして，一体クライストはカトリックに対してどのような反応を示して
いるのだろうか。
　クラィストの力トリック観を表明するものとして，常に，彼の若い頃の手紙
が挙げられる。ヴュルツブルクからの手紙と，ドレスデン滞在の印象を記した
ライプツィヒからの手紙がそれであり，いずれも婚約者ヴィルヘルミーネ・フ
ォン・ッェンゲに宛られたものである。これらの手紙が特に注目されるのは，
クライストのカトリック観が両者の手紙の中で大きく揺れ動いているように思
われるからである。つまりヴュルツブルクでカトリックに否定的な発言をして
いる彼が，ドレスデンではほとんど正反対ともいえる感情を露呈しているので
ある。このために研究者は大いに悩まされ，さまざまな評言が飛び交うことに
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なるわけである。一般的には，カトリックに批判的であったクライストが，例
のカント危機以来，悟性を忌避し，感覚の無条件の崇拝者となり，啓蒙主義文
学の熱心な新鮮な落伍者が，ドレスデンで信心深いカトリック教徒になった，
という見方が優勢を占めているようである。これに対して，ホルンは，次のよ
うに断言している。ヴュルツブルクにおけるクライストのカトリック批判は，
組織化され系統化された宗教が感情（Gefuhl）を操作可能にする危険を指摘し
たものであり，ドレスデン滞在の印象を記した手紙の中でカトリック教会（そ
してその音楽）に感動しているのは，カトリックの礼拝の感覚的，美的成分の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）寛容な承認に過ぎないのであって，両者の手紙は矛盾していない，　と。
　この発言に両手を挙げて共鳴するわけではないが，両者の手紙をつき合わせ
て見れば，彼の発言の妥当性が明らかになってくる。
　ヴュルツブルクからの手紙では，この町に対するクライストの不快な印象が
綿々と語られている。1800年9月11日（及び12日）付の手紙では次のように記
されている。
　「この町もやはり全体が谷底に沈んでいる。……（中略）……全体が純粋に
カトリックの様相を呈し，39の塔がここに司教の住んでいることを示してい
る。かつてエジプトのピラミッドがそこに王の埋葬されていることを知らせた
ように。全市どこへ行っても聖者と使徒と天使で，一杯で，キリスト教徒の天
国をさまよっているような気持になる。しかしこの錯覚は長くは続かない。な
ぜなら，皇軍のように雑多に編成された牧師や修道士たちの隊伍が絶え間なく
我々に向って歩いて来て，卑賎の地上を思い出させてくれるからである。……
（中略）……この地の教会のどれも，前の手紙で述べたエーベラッハの教会ほ
どに美しいとは思わなかった。ドームでさえそれほど雅致のあるわけでもな
く，それほど華麗でもない。だがこれらすべての教会が参詣人で一杯だ。鐘の
音が絶え間なく響いている。まるで鐘が自身のために弔鐘を鳴らしているよう
だ。というのは，間もなくフランス人の手で鋳つぶされてしまうかも知れない
からである。ミサと時疇が交互に間断なく繰返され，珠数の真珠がひっきりな
しに動いている。なにしろこの市の危急存亡の時であり，フランス人がこの市
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の没落を祈願しているとあっては，祈禧の回数で相手を祈り負かすほか手がな
いからである。……（中略）……このようなカFリックの教会に足を踏み入
れ，大きな孤を描く丸天井を眺め，祭壇と絵画を一そしてまた集った人々の
群と彼等のさまざまな身振りやしぐさを一これらさまざまな仕組みや用意の
全体を，静かに観察していると，すべてが一体何を目的としているのか見当が
つかなくなってしまう。我々の故郷では牧師の説教とかゲレルトの歌とかが，
さすがに心を昂揚させる思想を呼びさましてくれる。ところがここでは僧侶の
眩くような言葉は耳に聞えず，たとえ聞えたとしてもラテン語なので誰にもわ
からないために，それが不可能である。私は確信する，これらすべてのからく
りはたった一つの合理的な思想も呼びさまさない，と。そもそも儀式はすべて
感情を窒息させるように思われる。儀式は我々の悟性には働きかけるが，心臓
は死んだままである。しかも我々の心臓を暖めようとする意図が一寸でも目に
つくと，心臓はたちまち冷え切ってしまうのだ。少くとも私の場合は，私の感
情を動かすように仕組んであると気づいた瞬間，死のような冷たさが心臓を満
してしまう。……（中略）……奇蹟を行う聖母の像がいくらかでも責任を果し
てくれれば，近いうちにフランス人は一入残らず死に絶えてしまうにちがいな
い。この像の霊験あらたかなことは，像のまわりに掛け並べたロウ製の人形
や，脚や，腕や，指などを見ただけでわかる。これらのものはすべて，民衆が
大願成就を感謝して聖母に捧げた供物なのだ。一そのうち当市で敵国調伏の
祈疇行列が行われるそうだ。つまり「すべての異端者蛾滅のため』である。し
てみると君も私も職滅されるわけだ。」
　フランス人，ナポレオン，パリに対するクライストの反感は強烈であり，こ
のヴュルツブルクの町に対する不快感も彼のフランス嫌いが影響しているとは
いえる。例えば，この町の人々がフランス軍に対する恐怖から地に足が着か
ず，ひたすら祈願にすがりつくばかりであることを彼は知っているし，フラン
ス軍に対する恐れから，博物陳列品の中で最も優れた作品がどこかへ運び去ら
れている事実を彼は見ている。しかしこの町の不快さはそれだけが原因ではな
い。上掲の手紙の三日後，即ち9月14日付の手紙には，　「一つの町の文化程度
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と，一般にその市を支配している趣味の本質を手早くしかも正確に知るために
は図書館へ行くのが最も賢明である」というその図書館で幻滅を味わつたこと
を伝えた後で，次のように記している。
　「娯楽についてはここで尋ねても無駄である。ここでは未来の天上の至福の
他は何も考えられない，そしてそれによって現在の地上の至福は忘れられる。
みすぼらしいフランス庭園，フッテンの庭園がここで保養地といわれる。だ
が，ここでは墓地にいるようにひっそりと敬度にしている。興味ある質問に興
味ある返答を期待させるような眼はどこにも見当らない、ここでも鐘の音は絶
えずカトリック教を思い出させる一鎖のじゃらつく音が囚人に自分の隷従を
思い出させるように。陽気な会話の最中でも，鐘声が響くと，あらゆる膝は屈
み，あらゆる頭は垂れ，．あらゆる手は合わされる。そして，立ったままでいる
者は異端者なのだ。」
　これらの手紙と同時に，彼は9月16日付で，「女性の啓蒙について」という
小論をヴィルヘルミーネに宛てて送っている。この中で彼は，女性（そして人
間）の使命は未来のために生きることではない，現世の生活を蔑にしないこと
が肝心なことだ，宗教の儀式を見たり教会へ出かけて祈ったりすることですべ
てを行ったと信じてしまうものだが，すべての宗教儀式は人間的規則（Mens－
chliche　Vorschriften）以外の何物でもないのであって，そこには宗教の本質
はない。真に神的で永遠的普遍的な教義（Satz）は，汝の義務を果せというこ
とだと述べて，当時修道院（プロテスタント）の院長に就任する可能性のあっ
たヴィルヘルミーネに警告を与えている。つまり，宗教に身を入れること，宗
教儀式を重んじることよりも，現世の義務を果すこと（女性一ヴィルヘルミー
ネにとっては，母となること，地上のために道徳的な人間を教育すること）が
彼女の義務であり，神的なものだと悟している。
　この小論と上掲の手紙からわかるように，クライストにとっては，要するに
カトリックが問題ではなかったのである。彼が結婚生活に支障を来す肉体的欠
陥を克服するために出かけて行った（と言われている）ヴュルツブルクの町
は，カトリックに彩られた町であり，「礼拝のために行動をすっかり忘れてい
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　　（7）る町」であり，文化程度も低く，「未来の天上の至福の他」は何も考えず，「現
在の地上の至福」を忘れた町であった。この不快な感情がカトッリク批判にっ
ながったのであり，小論の中で，宗教に献身するあまり現世の義務を忘れるこ
とがあってはならないというヴィルヘルミーネに対する警告となって現われた
のである。仮にヴュルツプルクの町が，プロテスタントー色に塗りつぶされて
いたとしても，大した相違は生じなかったろうと推測される。
　では1801年5月21日付の，主としてドレスデンの印象を記したライプツィヒ
からの手紙はどうであろうか。確かにカトリックに対する感動があからさまに
表明されている。
　「カトリックの教会で感動する以上に深く私の内心の奥底を揺り動かされた
と思った所はどこにもない。その教会では最も偉大な，崇高な音楽がなお他の
諸芸術に歩み寄り功つくで心鋤かす．ああ，ヴ・ルへ・レミーネ，我。の礼
拝は礼拝とは言えない・それは冷・・悟性にのみ語りかける．しかしカトリ。ク
の綿はあらゆる騨に語りかける・祭壇の真前，その一番下鍛の所には，
鍍・他の者たちからす・かり孤立して一人の庶民がeeいていた．上の段に頭
を垂れて，熱烈に祈りながら。彼を責める何の懐疑もなかった。彼は宿εそ、°、
る一。何とも言い表わしようもなく，彼の側に身を投げて泣きたくなった。
一ああ，ほんの一滴の忘却を，そうしたら大喜びで私はカトリックになるだ
ろうに一。」
　しかしこれが直ちにカトリック帰依を意味するものでないことは，その前文
から察することができる。
　「目前に控えている旅行の間中，パリでさえ例外ではないが，気晴しがドレ
スデンほど容易に快く思われる町が見出せるかどうか疑わしい。露ほどの思い
出もなく学問の悲しい分野から私をす・かり連れ去。てしまえるものは，この
町の中に山積みされている芸術作品を措いて何もなかった。画廊，石膏模型，
骨董品陳列室，銅版画コレクション，カトリック教会の教会音楽，これらすべ
ては悟性を必要としないで楽しめる対象であった。それらは専ら感覚と心にの
み働きかけるものである。私にとって全く新しい，美に満ちた世界へこうしで
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初めて入って行くのは，とても良い気持であった。数々のギリシャの理想像や
イタリアの傑作を毎日訪ねて行った。そして美術館にはいって行く度に，この
コレクションの無比のラファエルの作品の前に，聖母マリアの前に私は何時間
も立っていた，一高貴な厳しさ，静かな偉大さを備え，ああ，ヴィルヘルミ
ーネ，それに二人の愛する人間を同時に私に思い出させてくれる輪郭の備わっ
たあの聖母の前に一。散歩の途中で，若い芸術家達が膝にキャンバスを置
き，鉛筆を手にし，美しい自然を模写するのに取組みながら坐っているのに何
度か出くわす時，その都度，おお，どんなにこの幸せな入間達を妬んだことだ
ろう。彼等はどこにも見出されない真なるものについての懐疑には少しも構わ
ず，だがたとえ単に理想としてであっても，時折自分達に示される美しいもの
の中にのみ生きている。」
　これまでのクライストは，完全な教養を獲得し，死後においても用いること
のできる真理に到達しようとすることに入生の意義を置いて，懸命に努力を払
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）ってきた。その彼の「唯一の，最高の目標」　が，絶対の真理を認識すること
はできないのだといういわゆるカント危機によって脆くも崩壊してしまった。
1901年3，月，ベルリンにおいての事である。この決定的な衝撃による絶望状態
から脱出すべく，衝動的に企てられたのがパリへの旅であり，内心の性急さに
駆り立てられただけで明確な目標を持たない，成算の見込みのないこの旅の途
中で立寄った所がドレスデンであり，このドレスデンで彼は思いがけず慰安を
見出すことができたのである。しかし彼はこのような慰安の中にあってさえ，
自己の新たな目標発見への志向を断念してはいない。
　「ああ，言い表わせないほど安らぎが欲しい。未来のために生きようなんて
一ああ，それは少年の夢だ。瞬間に生きる者のみが未来に生きるのだ。そ
う，誰がそもそも自然の意志に従って，家長，田舎の人々以上に忠実に，自分
　　　　　　　　　　　　　（9）の使命を果すだろうか？一」
　確かに彼にとって，芸術品などと同様に，力トリック音楽は感動的なもので
あり，心を慰めてくれるものであったろう。カトリックの祭事が感覚に訴える
のも，そこに天上的な教会音楽が相伴っているからであろう。それを感じてい
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ながら彼はなお一滴の忘却を得ることができなかった。カトリックに帰依する
ことが彼の使命ではなかったからであり，「本物の自然が人間に立ててくれ
る」縢（1°）ﾞ自身が齪することのできる目標が未だに設定されていなか・た
からである。家長や田舎人がその分を越えることなく自己の与えられた義務を
果しているように，宗教を信ずる者もその義務を果している。それが自然の意
志であると彼等は信じているからだ。だが，自然がクライストに与える義務は
彼等とは異なる次元に置かれていた。かってヴュルツブルクにおいて，宗教が
彼にとって肝要ではなかったように，ドレスデンにおいても，彼にとってはカ
トリックが問題ではなかったのだ。っまり彼にとっては，飽くまでも，現世の
義務を果すことが「神的」な「永遠」の「普遍的」な「教義」（Satz）であっ
たのである。カトリック（或いは宗教）は彼にとって一種の憧れといってよい
ものであろう。懐疑者の彼の心中には宗教の前に何の疑念もはさまずに脆くこ
とのできる信徒に対する羨ましさと皮肉が共存しているように思われるし，
「一滴の忘却を」という痛切な叫びの中には，自己の目標を見出し得ていない
彼の焦慮と不安，あの若い芸術家やカトリック信者のように何の懐疑も抱かず
に信じて生きている人々への妬ましさが込められているように思われる。
　もう一つ忘れてならないことは，クライストにとって，ドレスデンの好まし
さはヴュルツブルクの比ではなかったことである。同じカトリックの町であり
ながら，ヴュルツブルクに対しては極めて不快な印象を抱いた彼が，ドレスデ
ンに対してはその後も忘れることができないほどの好感を抱いたのである。こ
の好ましいドレスデンについては，その後の手紙においても感激を込めて触れ
られている。例えば1801年7月18日，パリからカロリーネ・シュリーベンに宛
てて送られた手紙では，ドレスデンでの「逗留を私は人生の最も楽しい時間に
数えます。」と述べ，「ドレスデンのやさしい親しめる谷」は「パリよりはるか
に私の故郷なのです。」と口にしているほどである。このドレスデンに気晴ら
しがあり，芸術作品があり，力トリック教会が，そして教会音楽があったので
あり，ドレスデンは，ヴュルツブルクとは違って，宗教のためにすべてを忘れ
ている町ではなかったのである。カトリックに対するクライストの相反感情
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が，以上の事実にも帰因していることを見落すことはできないと思う。
　「拾い子」でカトリック教会の堕落ぶりを赤裸々に描写したクライストは，
この『聖ツェツィーリエ」では，カFリック教会に対して，或いはカトリック
の音楽に対して恭順であるように思われる。教会音楽に対するクライストの傾
きは既に触れた手紙のみならず，他の手紙の中でも散見することができる。
　「何が崇高であるか？　日の出，朝の聖歌（私が我家の庭で働いていて，君
の庭からオーボエ奏者の聖歌が私の方へ鳴り響いてきた晴れた朝を思い出す）
　　　（11）
　　。」
　「ああ，思い出すのですが，時折眼を閉じるたびに，特に，かつてライン沿
いを散歩して大気と川の波が同時に私のまわりに響いた時のことでした。多声
の完全なシンフォニーをうっとりとして聞いたものです。やさしいフルートか
ら，さらさら鳴るコントラ・ヴァイオリンに至るメロディや，伴奏のあらゆる
和音を。それは教会音楽のように響きました。そして，詩入たちが天上音楽に
ついて語ってくれるあらゆるものも，この類まれなる夢想以上に魅力的なもの
　　　　　　　　　　　　　　　（12）ではなかったろうと思っています。」
　この教会音楽を彼はLegendeの中に採用した。しかも，オーソドックスな
教会音楽をはるかに越えたデモーニッシュな音楽を。
　病院長とファイト氏の証言から，この事件の背後に音楽の力，神の力を予感
していた母親は，尼僧院長の部屋で，事件当日奏された聖楽の楽譜をのぞく機
会を与えられた。
　「婦人は激しく心を動かされて立上り種々雑多な考えに胸を乱しながら楽譜
台の前に立った。彼女は，恐るべき霊が，秘やかに，これで以て自己の領域の
圏を描いたかとも思われるあの見知らぬ魔法の符印を注視した。そして丁度例
のグロリア・イン・エクセルシスの楽章が開かれているのを見出したとき，彼
女にはさながら身が地中に沈んで行くような気がした。彼女の息子たちを破滅
させた恐るべき音楽は，いま彼女の頭の周りに涼々と響いてくるようであっ
た。彼女はただこれを眺めるだけで気を失いそうに思われて，全能の神に対す
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る謙譲と帰服との無限の衝動をおぼえながら，手早くその楽譜を唇に触れたの
ち，再び椅子に腰をおろした。」
　教会音楽が神と不可分に結びついているのは当然なことなのだが，クライス
トはその結びつきを極端ともいえるほどに激しく描き出している。Die　Heilige
Cacilie　oder　die　Gewalt　der　Musikという看板に偽りがあってはならないか
のように。いやクライストの意図は，まさに教会音楽を神の域にまで引き上げ
ることにあるかのようである。この意図を，気づかれないように覆い隠そうと
するヴェールが，タイトルの後に（）付で添えられた（Eine　Legende）と
いう文字であろうか。
　楽譜台から離れて再び腰を下した母親に向って，尼僧院長は，事件当日に神
が自身で修道院を護ったこと，聖ツェツィーリエが自身で恐るべくすばらしい
奇蹟を成就したことを語って聞かせている。だがこれは，尼僧院側にとって，
或いは教会の権力者たちにとっての奇蹟であり，Legndeなのであって，信仰
者の側では与り知らぬところである。ホルンは，「教会とその代表者」が「宗
教的信仰高慢」を示しており，尼僧院長の言葉には「優越感情」が表われてい
　　　　　　　　（13）ると指摘している。　また，尼僧院長の証言は「奇蹟を信ずる人にとってのみ
「本当らしい」のである」と述べ，「クライストのErzahlungenを注意深く
読んだ者は，説明されなかったものが，説明され得ないものであることを知っ
　　　　　　　　　　（14）ている」と記している。確かに尼僧院長の言葉には，権力側にとって都合の
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
よN、・解釈と思い上がりが窺われる。彼女は，母親に向って，次のような言葉で
解釈を始めている。
　「あの不思議な日に，邪路深く踏み迷われたお子さんがたの不遜の所行に対
しては，神様が御自身でこの修道院をお護りなされたのです。その際，神様が
どんな手段をお用いになったかということは，新教徒である貴女にとって，何
の興味もないことかも知れません。また，私がそれについてなにか説明をする
ことが出来たにしても，貴女にはおわかりにならないでしょう。」
　彼女達にとっては，神の加護による尼僧院の安泰だけが問題なのであって，
r’汰の若者の運命については彼女たちは無関心であり，冷淡でさえある。魂の
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救済を使命とする筈の教会や尼僧院が，自己の保身だけに傾注する様があから
さまに描き出されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）　「信仰には悪の原理がある」というフォイエルバッハの言を引用して，　ホル
ンは，「一見非常に声高く讃えられた「宗教の勝利」は，詳しく見れば，四人
の人間の感情なきマリオネットへの非人間化であることが判明する。」と述べ
　　　（16）
ている。　ここでは，「信仰」を「音楽」と置き換えることも可能であろう。「至
高至美の音楽的光彩をもって奏了された」聖楽は，尼僧院を暴徒の手から護っ
た一方で，狂信者を生み出しもした。四入の若者は，当人たちは神に帰服して
いるつもりであろうとも，客観的には，狂信者であり妄想者であるにすぎな
い。彼等は自ら神に帰依したのではなくて，音楽の力によって，「恐るべく，
すばらしい奇蹟」によって帰依へと強制されたのである。いやそれどころか，
ひたすら神のために祈り，一日に一度丑三つ時にグローリアを唱えるよう神罰
を下されたことにもなるのだ。それが音楽の力，まさにGewaltである。母親
がカトリックの懐に立帰り，彼等四人が大往生を遂げた時に，彼等は音楽の魔
力から解放され，彼等の罪は賠われたということができよう。　　　　　’
　このように見て来ると，この作品において，クライストが特にカトリック礼
讃的であるとは言えそうもない。むしろ，カトリックに対する彼の姿勢は，
「拾い子』におけるのと大差ないように思われる。教会の音楽の中に神の力を
予感してやがてカトリックの懐に立帰って行く母親の姿は，あの一滴の忘却を
得ることができなかったクライストの憧憬の象徴と見ることもできようが，四
入の兄弟の妄想と，教会の代表者の尊大さ，優越感情は，クライストのカトリ
ックに対する（そして大きくは宗教に対する）調刺であり皮肉であるといえな
いだろうか。信仰のみに生きて行動を忘れているヴュルツブルクの信徒の姿
が，これらの人物たちとないまぜになっているように思われる。
　生涯，完全さを追い求めたクライストにとっては，神の前に脆くことより
も，神の位置に立つほどの完全さを獲得することの方が問題であった。と言う
よりは，自己の現世の義務を果すことによって，神に迎えられることの方が重
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要であった，と言えようか。成果の良し悪しはともかくとして，他ならぬその
自己の義務を果した証の一つがこのLegendeであった，ということであろ
う。
　（引用の訳文には，　「0爵夫人他六編」相良守峯訳　岩波文庫　昭和26年，
「全訳　クライストの手紙』中村啓訳東洋出版　1979，『クライスト研究』
浜中英田著　筑摩書房　昭和45年を主として利用させていただいた。）
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